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第３２７５回例会報告

広報部門 クラブ会報委員会例会場

共に学び、共に楽しむ、奉仕と親睦の輪を広げようクラブモットー

事務局

濟陽委員長 年度スタート時会員数：52名　目標会員数：56名　現会員数：52名出席委員会報告

佐々木慈舟会長会長の時間

MU無会員（７/14）

MU要会員（７/21） 祝日週の為　休会 　　　　　名
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前回修正出席率 ％）
堀之内、永友、前田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前回修正出席率 94.23％）

MU情報（メークアップ）状況

54 名

38名

14名

73.08％

会員数

本日出席者数

本日欠席者数

出席率

　皆様ようこそご出席くださいました。前回の会長の時間で、次回も今一度お坊さんという仕事についてお話をと申しましたが、ご存知のように生老
病死と言う縁、悲しみ苦しみ悩みに寄り添っていくことがお坊さんの仕事でもあると考えております。しかしお坊さんと言うとどんな厳しい修行した
んですか等と聞かれることも多いんですが、もちろん得度と言ってお坊さんの資格を取ります時には一度きれいに頭を剃ってツルツルにするんです
が、それ以外はフリーでございまして、特に浄土真宗の場合は修行で心を鍛えていくと言うよりは、どちらかと言うと心は、その奥底はなかなか変わ
るものではないということを、もちろん人生の中でいろいろな経験体験を通して変わっていくところもあるでしょうが、心の奥底の自分と言うものは
なかなか変わらない。それが欲・煩悩でありますが、明治大正昭和にかけて活躍された歌人の窪田空穂と言う方がこんな詩を読んでおられます。
　『老いぬれば 心のどかにあり得むと 思ひたりけり 誤りなりき』
　自分が子供だった時、またもっと若かった時、今の自分の歳になった時にはもっともっと心穏やかな、立派な自分がいるんじゃないか、もっとしっかりした人間に
なっているんじゃないと思っておりましたが、いざこの歳になってみますと、本質のところは昔と大して変わっていない。この歌は窪田空穂さんが８０歳を超えてから
詠まれた歌だそうでありますが、どれほど歳をとってみても、自分の本質は変わらないということ詠まれた歌なんだろうと思います。ただやはり人間生きていく中で我
が人生・命と言うものの価値、尊さをしっかり気付き生きていくということが大切だと思います。
　中国の古い教科書にはこんな言葉が載っていたそうです。
　「春は四季の中で一番良い季節だ。夏は四季の中で一番良い季節だ。秋は四季の中で一番良い季節だ、冬は四季の中で一番良い季節だ」
　確かにうちのお寺の境内を見ましても、春には桜の木がきれいな花を咲かしてくれますが、その桜は夏になれば青々と葉を生い茂げらせ、秋には紅葉しきれいな
色に変わり、冬になって葉が散ってみて初めてこんな見事な枝ぶりであったのかと気付けるかもしれません。もしも人間の人生を春夏秋冬と例えるならば、それぞれ
皆様、今自分が夏過ぎから秋に入る頃だろうか、もう冬に入っているだろうか等と、それぞれに自分が思われる季節があるでしょう。ただその季節季節にそれを自分
が今一番良い季節だと、そう思いながら気づかせていただきながら生きていくということが大切なのではないでしょうか。ふとすると我々はすぐに若い頃はもっとこ
うであったのにとか、もっと地位があれば名誉があれば等と常に常に不平不満を並べながら生きております。今こそ一番良い季節だとなかなか気付けずにいる。
　お坊さんと言う仕事は悲しみ、悩み、苦しみに寄り添う仕事であると共に、また生きるということの本当の尊さを共に気付かせていっていただく仕事なんだろうと
思いながら務めさせていただいております。
　今日は教育振興基金月間の最後の例会でございます。どうか教育振興基金へのご寄付よろしくお願いいたします。また９月の８日にはガバナー公式訪問がございま
すが、どうか皆様ご出席の程よろしくお願いいたします。会長の時間とさせていただきます。ありがとうございました。

本日のプログラム　決算報告・教育振興基金　　　前年度会計・教育振興基金委員会担当

教育振興基金理事長卓話

前年度決算報告

総　評

四季幹事幹事報告

□地区 他クラブ 他団体 報告
●池之上ガバナーエレクト事務所…
　①　第５８回インターアクト年次大会開催のご案内
　　　鹿屋ロータリークラブがホストを務め、鹿児島県立鹿屋高等学校及び
　　　鹿屋市立鹿屋女子高校を主管校として１泊２日の日程で開催いたします。
　　　8 月19 日（土） 11：00 受付 13：00 開会式 ～
　　　8 月20 日（日）13：00 解散 （１泊２日）

国立大隅青少年自然の家（おおすみくん家）
　　　登録料　インターアクト生・指導教諭　　2,500 円／１人
　　　　　　　ロータリアン　　　　　　　　5,000 円／１人
　　　参加登録 該当委員会・各学校

別紙参加申込書に必要事項を記載のうえ、ご提出ください。

●島津発祥まつり実行委員会 実行委員長 西田 憲一氏
　２０２３島津発祥まつりの名義後援について　お願い

□クラブ報告
●来週 8/4（金）通常例会
※9 月定例理事会のご案内を幹事が作成出来てなく
まだ送信出来ておりません。来週月曜日に送信しますが
この場を借りてご案内します。
13:40 メインホテル １F 会議室
理事会メンバー　佐々木慈舟、四季、吉原、落合、鎌田、西田、東郷
　　　　　　　　温水、河東、宮川、山﨑、上原、栁田
オブザーバー　西谷、吉国、二見、前田尚子、塩屋、田中穣弐、永友
　　　　　　　 濟陽　　　　　　　　　　 / 21 名
●各ご案内をお送りしてます。　ご出欠を提出して下さい。
●会員名簿の校正を回覧してます。急ぎチェックお願いします。

７/14 8月定例理事会 佐々木(慈)、四季、吉原、栁田、落合、鎌田(明)、西田、東郷、温水

　　　　　　　　　　宮川、山﨑、上原
7/23 地区公共イメージ向上のためのセミナー 宮川
7/25 都城北　　　　　福田 清水 内野 下森 島津 長峯(剛）

MU有会員

　先程公益財団法人都城地区ロータリークラブ教育振興基金についての動画をご覧いただき、あらためて基金の成り立ちや重要性をご理解
頂けたと思います。本日は丁度ソフィアさんがゲストとしてお越しいただいておりますが、ロータリークラブは交換留学などの事業や世界的
事業も多数手がける団体でありますが、日本では米山奨学金が世界に誇れる事業であると言われます。であるならばこの教育振興基金は都
城の４つのクラブが誇れる大変貴重な事業であると思います。最近、卒業後も奨学金の返済に困り、その後の人生設計が描けない若者な
どのニュースも多く流れいろいろ問題になっており、国も返済のいらない奨学金の拡充に取り組むこととしてはおりますが、それに先駆けこ
の教育振興基金は給付型の返還のいらない奨学金として大変喜んでいただいております。年間１０万円程度で、確かにそこまで大きな額とま
では言えないかもしれませんが、貧窮するご家庭ににとりましては、教科書代やまたその他諸々の支出の補助として大変ありがたい奨学金
であるとの声をいただいております。都城の４つのロータリークラブではこの７月を教育振興基金月間と定めていただいております。会員皆
様にリーフレットに掲載してある教育振興基金賞の金色のバッヂを付けていただければと思いますと共に、この基金の趣旨をご理解いただいた上で教育振興
基金にご寄付いただき、またその奨学生の中から今後も地域社会に貢献できる有用な人材が育っていくことを願っております。先程の動画で都城ロータリー
クラブの２０周年を記念してこの基金がロータリークラブに移管されたということで、既に５０年近く続いてきた奨学金制度であります。今後またこの奨学
金制度がしっかりと地域社会のためになっていくことを願いまして挨拶とさせていただきます。ご主旨ご理解の上をご寄付をよろしくお願いいたします。

　皆さんこんにちは。前年度の会計をしておりました木場です。今日が最後のご奉公になりました。机の上に資料があると思いますが、時間が
ないので、手短に行いたいと思います。最初の会計の、大きなものもありますが、前年度の収入が1396万なにがし、そして支出が1305万で、
残ったお金が91万2000何がしになるわけです。この会計に１番影響がある、ここに3年、過去の4年間の比較を書いておりますので、こちら
は説明します。こちらの方がわかりやすいと思いますので。ロータリーの会計ですね、1番繰越の額は変化するのは、収入が会員数、そして支
出は例会費と新聞のお金が、1番影響するわけです。ご存じのように、去年は7人入会して、6人退会から順増1名しか増えなかったんです。その
辺のこともありまして、本当は会員さんがたくさん入ってもらって、退会人数が少ない方が1番残るのですが、なかなか難しいですから、小さ
い紙の方の比較を見てもらうと、結局鎌田年度から落合年度までをちょっと比較しました。鎌田年度の時がコロナに入りかけたところです
ね。温水年度と西田年度がもろに、コロナの影響を受けた結果となっております。で、1番下に書いてありますように、コロナ休会が鎌田年度
で1回でしたけれども、温水年度では8回、西田上原年度では11回で、落合年度では3回ということで、それが結局全部、親睦の回数が9回に
なってますから、親睦の金額が上がってきてるわけですよね。で、トータルとして、予算算が鎌田監督で200万近く残って、温水年度も、190万、200万近く残り
まして、2000年度が147ですけれども、落合森山年度が、回数も元に戻りましたので、今後は、コロナが収束しましたので、経費は結構かかると思うんです。
それで、今後は鎌田年度のときには、100万ドルランチ、6クラブランチが、5万8000の2回、30万ぐらいありましたが、過去3年間はやっていませんので、次年
度はやっていった方がいいんじゃないかと思っております。そして、小さいことですが、昼食のお茶ですね、皆さんにもお茶を出しておりますけれども、ペット
ボトルが、１本200円かかりますので、これで計算しますと、年間24万円ぐらい経費削減になりますので、それも含めて、今後はちょっと厳しい形で、やっていか
ざるをえない感じになると思います。そして、次年度の繰り越しですけれど、決算理事会でですね、様々な議論がなされたんですが、残りました91万2636円
のうち、佐々木年度は、全額を希望されたんですが、一応20万をですね、あの70周年記念積立金として、その20万引いた71万2636円を、次年度繰り越しとい
うことに、結論としてはなりましたので。先ほど言いましたように、今後がちょっと厳しくなりますので、そういう点で経費削減をしながらそしてまたいい時
で、お金を有効に使うというような形で、今後やっていってほしいと思っております。確かにロータリーとはですね、100パーセント推奨しながら出席率がいい
と、お金が減っていくんですよね。だから、ちょっと悲しい現象ですけれども、いた仕方ないんですけどね、そういうことで親睦の場合は食事の頼み方、金額
が大きいですから、食事の頼み方と、人数把握をしっかりとですね、今後、無駄を省いていけばいいんじゃないかなと思っております。一応、そういう形で、進
めたいと思いますので、皆さんのご協力、色々ありがとうございました。

　皆さんお疲れ様です。教育振興基金の例会でビデオを見せていただきました。佐々木会長が色々とお話しをして下さり素晴らしい例会だっ
たと思います。私も年なんですけども、ちっちゃい子供がおりまして。高校の子供がですね、部活のサッカーをしていると、その一緒にやってる
子供は東京から来てるんですね。学校に行く、例えば寮に入ると、食べ物もなんとか補助してやらないと、なかなか大変だということで、その
子供がよくうちに遊びに来るんですけど、話を聞いてると、家からお小遣いは月3000円しかもらえないと。1人親で大変な思いをして勉強して
るわけです。話をしてると、ほんとにすごい成績なんですね、その子は。何かできないかねと、夫婦でよく話をするんですけど。家に来ると、本
当に素晴らしい笑顔で、ご飯をいっぱい食べるんですね。将来何になるのという話はするんですが、「この日本のためにですね、なんか僕やり
たいんですよ」と、こう言うわけです。もう、目がキラキラしているわけですね。だけどもお小遣いは、皆さん考えてみてください。うちの子供
も下手すると2万円かかってんじゃないのかなと思うんですけど、3000円しかもらえない。それで夜食をとったり、色々やってるようなんです
けども、今日の話を聞いて、この奨学金というのがあると、1万円でもですね、月にそういうものがあれば、その子も大変な思いで、いけるん
じゃないのかなと気持ちを実感しました。我々のこの奨学金というのはですね、島津先生が、島津久厚さんが20周年でお作りになったという
ことで、ほんのこの前まで、島津先生は例会に来られてたんです、40年ぐらいですね。このロータリーを、一緒に共に来られた先生が、1回亡く
なってる、この前亡くなってるわけですけども、それを見るとですね、都城の素晴らしさを、今日は実感させてもらいました。今日、川畠委員長
が、前から色々と言及されて、「どうしたらいいのかな、どうしたらいいのかな」とおっしゃってたんですが、素晴らしい例会になったんではな
いかなと思います。佐々木会長がおっしゃったように、是非速やかに、寄付をしていただいて、1人でもですね、子供は素晴らしい都城の環境で
育っていただけるようにご協力をしていただければなという風に思います。素晴らしい例会でした。ありがとうございました。

　皆さん、こんにちは。今から4年前、まだ私がロータリーの酸いも甘いも知らないときのことでございますけれども、うちの長女がフィン
ランドに、ロータリーの制度で交換留学をさせていただきました。その代わりで、フィンランドから来ていただいたのがソフィアでございま
して、泉ヶ丘高校に1年間通って、そのうちの3ヶ月間は我が家で一緒に生活をさせていただいたところでございます。また日本に来たいと
言っておりましたけれども、コロナ禍でなかなか来れない時期がありまして、今年ですね。夏休みを使って2ヶ月間の旅行ということで、都
城にも来ていただきました。全て自分でバイトして、お金を貯めて来られたということで、素晴らしいことでございます。それではソフィア
からのごあいさつです。

　皆さんこんにちは。私のこと覚えてますか。2018年から19年までここ都城に留学しました。ソフィアです。本当お久しぶりですね。4年前
お世話になりました。フィンランドに帰国してから、私の生活も世界でも色々変わっています。ついに日本にも慣れてほんとに嬉しいです。4
年間頑張ってバイトしたりして、今回は旅行としてきています。フィンランドでは、社会学を勉強しています。大学生になってから、バイトも
勉強も、1人暮らしも頑張ったり、友達と遊んだりしています。社会学は、できる仕事が多いので、まだ今でも何になりたいとか決めてないで
す。これからです。日本に関係があればいいなとは思っています。日本語が大好きで、これからも学び合いことがたくさんあります。ロータ
リーの皆さんが協力してくださっている日本とフィンランドの良い関係がこれからも続きますように。あ、そういえば、日本でサウナが流
行っているの聞いたんですけど、フィンランドのレベルは　まだまだ高いです。550万人の人口でサウナ300万個もありますよ、フィンラン
ドでは(笑)。じゃあこれからもよろしくお願いします。

長峯 剛士会員

教育振興基金委員会
川畠委員長

ソフィア・サルミさん

ご
あ
い
さ
つ

佐々木慈舟会長

前年度会計　木場歴代会長

クラブ管理部門：𠮷原部門長

 佐々木慈舟 ¦  四季　信一都城ロータリークラブ８月 会員増強拡大月間

記帳MU情報

    

都城西RC 中山荘12:00～13:00８/2（水） 納涼例会の為
都城北RC ロイヤル12:00～13:00８/22（火） 例会日変更の為
都城中央RC 中山荘12:00～13:00８/31（木） 休会の為

クラブ名 会場時間日程 備考



＜ニコニコBOX＞

＜ロータリー財団＞

＜米山記念奨学会＞

＜教育振興基金＞

2023 年　７月 ２８日（金）
会場：メイン５Ｆ

川畠委員長、佐々木理事長本日は有難うございました。￥1,000

￥1,000

会員の皆様、本日もご出席ありがとうございます。ソフィアさんようこそ。￥1,000佐々木慈舟

本日も、ご参加ありがとうございます。

ソフィアさん本日はありがとうございます。

￥1,000四季　信一

落合　精三

会計の任務が無事終りまして、御協力ありがとうございました。￥1,000

￥1,000

中村　壽秀 ソフィアさんお久しぶり。日本を楽しんでね。￥1,000

西谷　昌明 本日会議のため中座いたします。申し訳ありません。￥1,000

川畠　悦子 皆様本日はありがとうございました。￥1,000

西田　憲一 事務局員として働いて下さる人を探しております。どうかご紹介下さい。￥1,000

𠮷原　和雄

教育振興基金月間本日最終例会です。皆様ご寄付お願い致します。

￥30,000

𠮷原　和雄 ￥40,000

長峯　剛士 おかえりソフィア!!本日はお世話になりました。￥1,000

佐々木慈舟

𠮷原　和雄

森山芳太郎 ￥1,000

￥10,000

￥30,000

東郷　研哉 ￥10,000

温水　玲子 ￥5,000

宮川久美子 ￥10,000

前田　尚子 ￥5,000

川添　正浩 ￥5,000

栁田　義史

木場　智彦

福﨑　順久


